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野田市下水道事業経営戦略　（令和8年度〜令和17年度）　　　（抜粋版）令和8年3．月野田市建設局土木部下水道課第5章経営の基本方針1　基本理念　下水道は、衛生的な生活環境を確保し、公共用水域の水質を保全するとともに、浸水被害から人々の生命と財産を守る役割を担っており、人々が安全で健康な生活を送る上で欠かせないインフラ施設です。このような生活の基本的都市基盤である下水道は、途切れることなくそのサービスを提供し続ける使命があり、将来にわたって安定的に下水道事業を継続していく必要があります。　市民の生活を支える下水道を未来へつなぐため、平成27年度に策定し、令和4年度に見直しを行った「野田市汚水適正処理構想」の目的である「都市の健全な発展及び公衆衛生の向上」並びに「公共水域の水質保全」を踏まえ、本市下水道の基本理念を「豊かなみどりと安全で安心な暮らしを支える下水道」とし、基本目標を設定します。　　　　　　　　　　　　基本理念「豊かなみどりと安全で安心な暮らしを支える下水道」”）　　　　　　　　　　　　　　基本目標◆みどり豊かで生物多様性に富んだ野田市の環境を守ります。◆安全で安心して暮らせるインフラ整備を推進します。◆安定した事業経営による下水道サービスを提供します。ノ図22　経営の基本方針27表7　数値目標（単位：％）基本目標基本方針　項目（管理特性）数値目標備考目標値（R17）77．4・（仮称）関宿元町地区土地区画整理事業・花井地区、堤根地区、山崎字梅台地区1環境保全（1）未普及地区の解消普及率現況値（R5）72．3目標値（R17）83．1雨水幹線（南部1号幹線、阿部沼幹線）や雨水調整池（阿部沼調整池）等の整備（1）浸水に対する備え進捗率現況値（R5）9．7目標値（R17）100管路の耐震化工事、マンホール浮上対策工事、ポンプ施設の自家発電設備工事及び耐震化工事2安全・安心（2）地震に対する備え進捗率現況値（R5）22．3（3）施設の老朽化・不明水対策令和5年度に見直した下水道ストックマネジメント計画（長寿命化計画）（5年計画）に基づき、�@点検・調査の実施→�A修繕・改築計画→�B修繕・改築の実施→�C評価・見直しし、その後においても管路施設やポンプ施設の改築更新を計画的に実施目標値（R17）77．4・（仮称）関宿元町地区土地区画整理事業・花井地区、堤根地区、山崎字梅台地区普及率現況値（R5）72．3目標値（R17）現状以上戸別訪問による接続促進、融資あっせん及び利子補給水洗化率現況値（R5）93．93安定（1）経営の安定化目標値（R17）100．0経費回収率現況値（R5）94．4使用料改定目標値（R17）100．0流動比率現況値（R5）39．7※数値目標の「目標f直」は令和17年度の値で「現況値」は令和5年度の値です。※汚水施設及び雨水施設の事業費については、国庫補助金や企業債等を財源としていること　から、これらの財源の確保に努めてまいります。30第6章目標実現に向けた取組1　環境保全（1）未普及地区の解消　令和17年度までに普及率77．4％を目標に、投資効果等を見極めながら市街化区域に重点を置いて、汚水施設の整備を進めていきます。2　安全・安心（1）浸水に対する備え　野田市総合計画に基づき、雨水幹線（座生1号幹線、中野台幹線、阿部沼1号幹線、南部1号幹線、五駄沼幹線）や雨水調整池（阿部沼第1号、第2号、第3号調整池）等の整備を進めていき、浸水常襲箇所の解消に努めます。（2）地震に対する備え将来整備事業計画に基づき、管路の耐震化工事やマンホールの浮上対策工事、ポンプ施設の自家発電設備工事及び耐震化工事を進めていきます。（3）施設の老朽化・不明水対策　将来整備事業計画に基づき、管路施設やポンプ施設の改築更新を進めていき、施設管理の適正化を目指します。また、不明水対策においては下水道ストックマネジメント計画（長寿命化計画）と連携して対応します。3　安定（D経営の安定化　経費回収率及び流動比率の向上を目標とし、使用料の改定を検討します。そのほか、経営の安定化を図るため下水道普及率を令和17年度までに77．4％を目標とした汚水施設の整備を行いながら、戸別訪問による接続促進や融資あっせん及び利子補給制度により水洗化率の向上に努めます。（2）管理体制の効率化　下水道課の職員については、普及率向上のための汚水施設の整備や浸水対策のための雨水施設の整備、そして今後の施設管理の最適化を考慮した下水道ストックマネジメント計画（長寿命化計画）や下水道総合地震対策計画の事業内容と照らし合わせて定員管理の適正化を図ります。　また、本市は江戸川左岸流域関連公共下水道により広域化が図られており、更なる効率化に向けて平成30年8月に立ち上げられた千葉県汚水処理広域化・共同化検討会において千葉県と協議していくとともに、第3章「将来の事業環境（8民間活用の見通し）」において記載し31たとおり、下水道施設の維持管理に関して民間活力の活用も検討します。　それから、技術講習会への参加等を通じて技術継承を行います。あわせて、積極的に下水道の工事に関する最新情報を収集し導入を検討します。（3）広報活動広報活動では、イベント等への参画による下水道事業PRやマンホールカードの配布による普及活動を行っていきます。図23野田市のマンホールカード32

